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ストリートの可能性を語る前に、その言葉は誰に届くのか
◇チェルフィッチュ、『三月の５日間』（２００４年上演）
飯田 豊
フリーターや派遣労働者の窮状を目の当たり
にするなかで、「寄せ場」と化しているスト
リートに現代社会の混迷を見通し、絶望を感じ
ている人は少なくないだろう。毛利嘉孝が『ス
トリートの思想』で指摘しているように、９０年
代には既に日本全体の「寄せ場」化が進んでお
り、２００８年以降、それが急速に可視化していっ
たといえる。「フリーターとは、断片化され、
流動化され、非物質化された、［…］『寄せ場』
を持たない『日雇い』労働者の別称にほかなら
ない。違いといえば、かつては物理的に山谷に
行かないと仕事が探せなかったのが、インター
ネットと携帯電話のおかげで、どこにいても仕
事を探せるという点だけである」。
その反面、毛利が丹念に示しているように、
ストリートに確かな希望を見いだすこともでき
る。東京・高円寺の北中通り商店街を拠点に自
活的なライフスタイルを模索し、荒唐無稽なデ
モ活動を実践している若者たちの姿を記録した
ドキュメンタリー映画『素人の乱』（２００８年）
を、その代表例として挙げることができる。
もっともこれを、すがすがしい青春映画と微笑
ましく捉える人もいれば、自分とは相容れない
トライブ
部族のモラトリアムと処断する人も少なくない
ことだろう。
ストリートの息吹をひとたび何らかの媒体に
記録しようとするさい、自戒を込めて言えば、
そのリアリティにこだわるほど、もとより文脈
を共有していない他者にとっては、かえって現
実に対する認識との〈ズレ〉ばかりが際立って
しまう。言い換えれば、こうした〈ズレ〉に対
する想像力を内面化しておくことが、ストリー
トにアプローチするうえで、どうしても欠かせ
ない。
＊
岡田利規の戯曲はしばしば、ストリートと壁
一枚を隔てた場所が物語の舞台となる。
新国立劇場で上演された『エンジョイ』
（２００６年）で描かれたのは、新宿のマンガ喫茶
で働く３０歳を過ぎたフリーターの男性３人の姿
である。店に入ろうとする路上生活者を彼らは
追い返そうとするが、ふと自分たちの将来と重
ね合わせてしまい、言いようのない不安に苛ま
れる。新宿西口通路の野宿者を排除するために
設置された、悪評高いオブジェの映像が舞台に
挿入されるなど、ストリートの冷たい息吹が間
接的に伝わってくるが、それらはあくまで、男
たちの日常的な恋愛話の後景に過ぎない。かつ
て都築響一が「ギザギザハートの現代美術」と
呼んだ、ストリートにおける排除のアーキテク
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チャ。その映像が舞台上に投影されても、それ
が男たちに届くわけではない（演劇自体の評価
として、こうした人物設定や演出手法が他の岡
田作品に比べて安直すぎるという批判には、僕
も同意する）。
岡田が率いるチェルフィッチュの代表作『三
月の５日間』（２００４年）では、アメリカがイラ
ク戦争を始めた２００３年３月、反戦デモがゆっく
りと行進する渋谷における、ある出来事が演じ
られる。否、語られる。六本木のライブ会場で
初めて出会った男女が、そのまま渋谷のラブホ
テルに行き着き、５日間の性行為に耽るという
話だ。食事のためにホテルから外出した２人が
目にした渋谷の街は、いつもとはまるで違う、
外国の光景のように見えたという。
女優１ それでその、渋谷が渋谷じゃないみたい
な感をさらに演出、っていう感じだったのが、私
たち、お昼もう食えねえだろっていうくらい食べ
てからお店出たんですけど、そしたらスクランブ
ル（交差点）のほうから、あれ、なんかすごい盛
り上がってる音が聞こえてきて、何かなっていう
音が、聞こえて、そしたら、すごい、デモがちょ
うど通り過ぎていくところだったんですね、あ、
なんかデモやってる、って手ェ引っ張って行って
みて（時計を見て）、近づいていったら、デモ、
結構人で、あ、なんかナマで迫力それなりだ、っ
て思ったんですけど、
男優３ （観客に）で、あ、そうだ戦争どうなっ
たんだろうって思って、そしたらツタヤの大きい
ビジョンの字幕ニュースに、バグダッドに巡航ミ
サイル限定空爆開始、って書いてあって、あ、は
じまったんだやっぱりって思いながら、デモ通る
のとかちょっと見て、またホテル、割とすぐに
戻ったんですけど、
ストリートには、現代社会の歪みが集約され
た絶望もあれば、それに抗う希望も確かに存在
する。だが、たいていの人びとは、そのいずれ
にも与することなく日々を過ごしている。現実
を無批判に受け入れているわけでもないが、だ
からといって具体的な何かに抵抗して生きてい
るわけではない。もっと捉えどころのない、曖
昧な不安をともなう現実感。岡田の戯曲はそう
した若者の心性を、独特の言葉と身体によって
巧みに浮き彫りにする。ストリート文化に内在
するうちに、こうした想像力が欠落してしまっ
てはいけない。
＊
このことに関して付け加えておけば、スト
リートの文化、あるいはストリートの思想は、
その多くが端的に言って、都会の文化であり、
都市を生きる思想であるという事実も、しばし
ば忘れられがちだ。たとえば、東京の下北沢に
は独特のストリート文化が確かに息づいている
が、同じような再開発問題に揺れる鞆の浦（広
島県福山市）を包囲しているのは、ジャスコ的
郊外＝ロードサイド文化の磁場に他ならない。
ストリートの可能性を語る以前に、そもそも
ストリートはどこに存在しているのか――その
問いを決して軽んじることはできない。
関連 DVD
チェルフィッチュ、２００７『三月の５日間』、プリコグ。
チェルフィッチュ、２００８『フリータイム』、プリコグ。
中村友紀（監督）、２００８『素人の乱』、素人の乱。
関連書籍
五十嵐太郎、２００４『過防備都市』、中公新書ラクレ。
松本哉、２００８『素人の乱』、河出書房新社。
毛利嘉孝、２００９『ストリートの思想―転換期として
の１９９０年代』、NHKブックス。
岡田利規、２００５『三月の５日間』、白水社。
岡田利規、２００７『わたしたちに許された特別な時間
の終わり』、新潮社。
都築響一、２００９『現代美術場外乱闘』、洋泉社。
（いいだ・ゆたか 福山大学人間文化学部専任
講師）
【Ｌ：】Server／関西学院大学／社会学評論／第２号／〈特集〉 ２ 校
特集：ストリートガイド ３７
KGGP 社会学批評 第２号［January ２０１０］
